




















し実践してきたのが､ 先に触れた ｢カタノダメソッズ｣ (以後 Kメソッズ) である｡
ここではまずリスニングに関する問題点､ (１) 耳と目の実力差､ (２) 母語の干渉､ (３)
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では､ このような ｢耳と目の実力差｣ という問題解決のためにはどうすればよいのか｡
Ⅲ. EE メソッド
この問題の解決法として Kメソッズのリスニング学習法､ ｢EEメソッド｣ (イヤーアンド
アイメソッド) を提案したい｡ ｢EEメソッド｣ とは､ まず英語を聞いて英語の聴覚イメー
ジを形成し､ 後にその内容を見て確認することで､ すでに根を張っている視覚イメージと合
体させていく方法である｡ この一に耳､ 二に目の作業を繰り返すことで､ 目で取り組んでわ















を考えると､ ｢母語の干渉｣ を受け英語をいわば歪められた音で聞くことは､ 英語習得の妨
げとなる｡ さらには､ 歪められて聞いた音を復唱練習すれば､ 歪められた音はますます定着





では､ 無意識に受けている ｢母語の干渉｣ という問題解決のためにはどうすればよいのか｡
Ⅴ. ST ラーニング
無意識に受けている ｢母語の干渉｣ に学習者自身に気づかせる方法として､ Kメソッズ
のリスニング学習法､ ｢STラーニング｣ (スローテープラーニング) を提案する｡ ｢STラー
ニング｣ とは､ 速度調節機能がついたテープレコーダーで､ テープ速度を落としてネイティ
ブスピーカーによる英語を聞く､ そして復唱または音読練習することである｡
こうして学習することが､ 学習者に ｢母語の干渉｣ に気づかせるのは次の二点のことによ
る｡ (１) 残響時間が長くなる､ (２) 周波数が低くなる､ の二点である｡ ではなぜこれらの
ことが､ 学習者に ｢母語の干渉｣ に気づかせるのか｡ ここでこの説明について進める前に､




ばならないであろう｡ そのイメージが不安定だと､ 読み取りは不可能になってしまう｡ 大体
のイメージでは似かよった復唱にしかならない｡ 音韻系列のすべての音素成分がはっきりイ
メージ化されていなければ､ 正確な復唱にはならない｡ ｣山鳥は正確な復唱の条件に､ 読み
取られるべき音韻イメージが安定した状態で表象されていることをあげている｡
ここで先の説明に戻る｡ 上記二点が学習者に ｢母語の干渉｣ に気づかせるのは､ これらに

















以上のような理由から､ ｢STラーニング｣ により学習すると､ 学習者は英語における日
本語にはない語音の存在に気づく｡ 日本語の音との違いを意識するようになるのである｡ そ
れまで ｢母語の干渉｣ を受けながら英語を聞いていたことに､ 学習者自身が気づくことがで
きる｡ ｢母語の干渉｣ に気づけば､ 復唱練習も有効なものとなる｡













法として､ Kメソッズのリスニング集中法､ ｢ゼンメソッド｣ を提案する｡ ｢ゼンメソッド｣
とは､ (１) ぼんやりと一定方向を見つめると同時に､ (２) 下腹部を意識し吐く息を長くす
る､ これをリスニングの際に行うことである｡ これにより気持ちが落ち着き集中力が高めら
れるため､ 英語がはっきりゆっくり聞こえ､ その時点での実力を十分に発揮することができ





た｡ 先にあげた ｢EEメソッド｣､ ｢STラーニング｣ に基づく学習でリスニング力は向上し








ところ､ この方法が偶然､ 禅の呼吸法とほぼ同じであるとわかり､ これを ｢ゼンメソッド｣
と名づけた｡












リスニングをする際､ ｢ゼンメソッド｣ を取り入れその効果を調査した｡ 対象は大学１､ ２
回生の一般教養英語クラスで､ 法学部１クラス､ 工学部２クラス､ 経営情報学部１クラス､
国際言語文化学部２クラス､ 合計６クラスの男女233人である｡
テキストの各章はトーイックリスニング部門のパート１, ２, ４が各２問､ パート３が３
問の計９問から成り立っている｡ 毎回のクラスで１章ずつ取り組んでいき､ その都度学生た
ちに表を渡し､ この９問のリスニングスコアと ｢ゼンメソッド｣ の効果を各自に書き込んで
もらった｡ 年間のクラスは前期12回､ 後期13回の計25回であるが､ 後期の２回目から ｢ゼン
メソッド｣ を学生たちに指導した｡ メソッドを始めてから５回を終えた時点で､ その効果に
ついてスコア表を基に調査を行なった｡
その結果､ ｢ゼンメソッド｣ の効果が１回目で表われたもの､ ２回目から５回目の間で表
われたものと個人差はあったが､ ｢集中できる｣､ ｢英語がはっきり聞こえる｣､ ｢英語がゆっ
くり聞こえる｣ (資料１)､ などといった感想とともに ｢メソッドの効果があった｣ と記述し
たものは､ 233人中約60％の148人､ ｢試したが効果があるかどうかわからない｣ は約20％の5
5人､ ｢効果がなかった｣ (メソッドを実行しなかったものも含む) は約13％の30人であった｡
また ｢メソッドの効果があった｣ と答えた148人中､ その記述とともに満点を含め自己ベ
ストスコアを出していたものは､ 約80％の119人であった｡ 残りの約20％は､ ｢メソッドの効






生､ 男女55人に限ってみると､ その約90％の49人が ｢メソッドの効果があった｣ と答え､ そ
のうちの約70％の34人がその記述とともに満点を含め自己ベストスコアを出していた｡
以上が ｢ゼンメソッド｣ のクラス実践の結果である｡ これらから､ (１) ｢ゼンメソッド｣
の効果には即効性がある､ (２) ｢ゼンメソッド｣ の効果がリスニングスコアに反映するか否





リスニング学習法の ｢EEメソッド｣ と ｢STラーニング｣､ リスニング集中法の ｢ゼンメソッ




１) カタノダメソッズ (Kメソッズ) には､ 他に英作文学習法である ｢ライティングサポートウェイ｣
(著作権登録151411号) がある｡





４) 丹田とは下腹のことである｡ ヘソ下３寸５分 (約10.5 cm) というのが昔からの言い方である｡
５) 石井隆之､ M. フェリス著. (1999) ｢トーイックテスト・ベーシックリスニング｣ 三修社.
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資料１
｢ゼンメソッド｣ についての学生たちのコメント (抜粋)




















＊音全体は聞きやすくなり､ 聞き逃す単語の数が少ない気がする｡ どうしても緊張したりすると､ 集中
できなくなるので､ そういう時に有効であると思う｡ 一文を始めから終わりまで追っていきやすいと
感じる｡
＊今まで何も考えずに､ ただテープを聞いているという感じだったけれど､ ｢一方向を見つめ､ 息を長
く吐く｣ 動作だけで､ テープの内容に入り込めた｡ 特に息を吐くことは一番集中できる状態になる｡
人それぞれだけど､ 僕にはとても効果があった｡
＊一方向を見つめることは､ 集中力が高まって､ 今までより英文が聞こえるようになった｡ 呼吸もした
りするのは､ 落ち着ける感じがするのでよいと思う｡ 後は､ 慣れるまで続けるといいと思う｡
＊かなりよく聞こえるようになったと思う｡ やはり一点を見つめることにより､ 集中力が増し､ 他の雑
念が消えるため､ よく聞こえるようになったと思う｡ これは慣れるまで時間がかかると思うがすごい
と思う｡
＊はじめはなかなか集中できずに失敗したけれど何回かやっているうちに自然と英語がスローに聞こえ
た｡ これは100％集中できます｡
カタノダメソッズ (Kメソッズ) リスニング学習法と集中法
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